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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　還元型補酵素Ｑ１０、リゾレシチン及び構成脂肪酸中のオレイン酸含有量が５０％以上
の油脂である高オレイン酸含有サフラワー油を含有する組成物。
【請求項２】
　組成物中の還元型補酵素Ｑ１０の含有量が、組成物の全重量に対し０．１重量％以上で
ある請求項１記載の組成物。
【請求項３】
　組成物中のリゾレシチンの含有量が、組成物の全重量に対し０．１重量％以上である請
求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　組成物中の還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンの重量比が１/９９～９９/１の範囲であ
る請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　リゾレシチンが、卵黄レシチン、大豆レシチン、ホスファチジルコリン、ホスファチジ
ルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホスファチジルグリセロール、ホスファチ
ジン酸、ホスファチジルイノシトールアミン及びカルジオリピンからなる群より選択され
る１種以上のレシチンを由来とするものである請求項１～４のいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項６】
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　組成物中に、さらに、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、エタノール及び水からなる群よ
り選択される１種以上を含有する請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　油脂が、ヤシ油、パーム油、パーム核油、アマニ油、つばき油、玄米胚芽油、アボガド
油、菜種油、米油、落花生油、アーモンド油、コーン油、小麦胚芽油、大豆油、エゴマ油
、綿実油、ヒマワリ油、カポック油、月見草油、シア脂、サル脂、カカオ脂、ゴマ油、サ
フラワー油、オリーブ油、豚脂、乳脂、魚油、牛脂、及びこれらを加工した油脂、中鎖脂
肪酸トリグリセリド、並びに脂肪酸の部分グリセリドからなる群より選択される１種以上
の油脂である請求項６記載の組成物。
【請求項８】
　油脂が、サフラワー油、オリーブ油、アーモンド油、米油、菜種油及び綿実油からなる
群より選択される１種以上の油脂である請求項７記載の組成物。
【請求項９】
　界面活性剤が、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、有機酸モノグリセ
リド、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、プロ
ピレングリコール脂肪酸エステル、縮合リシノレイン酸ポリグリセリド、サポニン及びリ
ン脂質からなる群より選択される１種以上の界面活性剤である請求項６記載の組成物。
【請求項１０】
　界面活性剤が、グリセリン脂肪酸エステル、有機酸モノグリセリドのいずれか１種以上
である請求項９記載の組成物。
【請求項１１】
　有機酸モノグリセリドが、酢酸モノグリセリド、クエン酸モノグリセリド及び酒石酸モ
ノグリセリドからなる群より選択される１種以上の界面活性剤である請求項９記載の組成
物。
【請求項１２】
　グリセリン脂肪酸エステルが、トリグリセリンモノステアレート、ペンタグリセリント
リミリステート、デカグリセリンモノオレエート、デカグリセリンモノステアレート、テ
トラグリセリンモノラウレート、ヘキサグリセリンモノオレエート、モノグリセリンカプ
リレート、モノグリセリンリノレート及びモノグリセリンステアレートからなる群より選
択される１種以上の界面活性剤である請求項９記載の組成物。
【請求項１３】
　高級脂肪酸が、カプロン酸、カプリル酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、
ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸及びベヘン酸からなる群より選択さ
れる１種以上である請求項６記載の組成物。
【請求項１４】
　高級脂肪酸がオレイン酸である請求項１３記載の組成物。
【請求項１５】
　組成物が、液状もしくはスラリー状である請求項６～１４のいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項１６】
　組成物の全重量に対する、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、エタノール及び水の合計量
が、２０重量％以上である請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　組成物が、固形である請求項６～１４のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項記載の組成物を、加工して得られる、錠剤、散剤、チュ
アブル錠、丸剤、またはカプセル剤。
【請求項１９】
　カプセル剤が、ソフトカプセルである請求項１８記載のカプセル剤。
【請求項２０】
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　食品、栄養機能食品、特定保健用食品、飲料、栄養補助剤または栄養剤である、請求項
１～１７のいずれか１項記載の組成物、あるいは、請求項１８または１９記載の錠剤、散
剤、チュアブル錠、丸剤、またはカプセル剤。
【請求項２１】
　動物薬、飼料またはペットフードである、請求項１～１７のいずれか１項記載の組成物
、あるいは、請求項１８または１９記載の錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、またはカプ
セル剤。
【請求項２２】
　化粧品または医薬部外品である、請求項１～１７のいずれか１項記載の組成物、あるい
は、請求項１８または１９記載の錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、またはカプセル剤。
【請求項２３】
　医薬品、治療薬または予防薬である、請求項１～１７のいずれか１項記載の組成物、あ
るいは、請求項１８または１９記載の錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、またはカプセル
剤。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性を高めた組成物に関する。還元型補酵素Ｑ１０

は、酸化型補酵素Ｑ１０と比較して高い経口吸収性を示し、食品、栄養機能食品、特定保
健用食品、栄養補助剤、栄養剤、動物薬、飲料、飼料、ペットフード、化粧品、医薬品、
治療薬、予防薬等として有用な化合物である。
【背景技術】
【０００２】
　広く生物界に分布することが知られているベンゾキノン誘導体である酸化型補酵素Ｑ１

０は、そのビタミン様の機能からビタミンＱとも呼ばれており、弱った細胞活性を健康な
状態に戻す栄養源として身体を若返らせる成分である。一方、還元型補酵素Ｑ１０は、酸
化型補酵素Ｑ１０の２電子還元体であり、酸化型補酵素Ｑ１０が橙色結晶であるのに対し
、還元型補酵素Ｑ１０は白色結晶である。還元型補酵素Ｑ１０及び酸化型補酵素Ｑ１０は
、ミトコンドリア、リソゾーム、ゴルジ体、ミクロソーム、ペルオキシソーム、或いは細
胞膜などに局在し、電子伝達系の構成成分としてＡＴＰ産生賦活、生体内での抗酸化作用
、膜安定化に関与している生体の機能維持に必要不可欠な物質として知られている。
【０００３】
　そのような背景のもと、酸化型補酵素Ｑ１０は、合成、発酵、天然物からの抽出等の従
来公知の方法により生産され、医薬品や健康食品として使用されてきた。一方、還元型補
酵素Ｑ１０も同じく、合成、発酵、天然物からの抽出等の従来公知の方法により補酵素Ｑ

１０を得た後、クロマトグラフィーにより流出液中の還元型補酵素Ｑ１０区分を濃縮する
方法等により得られることが知られている（特許文献１）。しかしながら、このようにし
て得られる還元型補酵素Ｑ１０は、必ずしも純度が高い状態では取得できず、例えば、酸
化型補酵素Ｑ１０をはじめとする不純物を含有する低純度結晶や油状物、半固体状として
得られやすい。
【０００４】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、高品質の還元型補酵素Ｑ１０を得るための製法及び還
元型補酵素Ｑ１０を安定に保存する方法を確立し、特許出願を行っている（例えば特許文
献２～５）。
【０００５】
　また、補酵素Ｑ１０は脂溶性物質であり、水にはほとんど溶解しないため、上記した様
に有用な物質ではあるが、消化管からの吸収が悪い場合があり、その有効性を発揮し難い
ことも多かった。そのなかで、酸化型補酵素Ｑ１０についてはその吸収性を高めるための
方法が種々検討されてきた。しかしながら、還元型補酵素Ｑ１０はほとんど市販されてい
ないために、還元型補酵素Ｑ１０を含有する組成物に界面活性剤としてポリグリセリン脂
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肪酸エステルを共存させた組成物とすることにより、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性が高め
られることが報告（特許文献５）されていることを除き、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性を
高めるための方法及びそのための組成物に関する研究は、現在までほとんどなされていな
い。
【０００６】
　一般に、脂溶性物質の吸収性を改善するためには、従来からいくつかの方法が試みられ
ており、例えば、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルやソルビタン脂肪酸エス
テル等の合成界面活性剤を共存させること等が行われている。しかしながら、これらの合
成界面活性剤が期待される効果を発揮するためには、多量に必要となる場合が多く、脂溶
性の有効成分を含む製剤を調製する際に、所望量を添加できないこともあった。また、多
量の合成界面活性剤は皮膚や粘膜に障害を与える場合が知られており、その毒性、刺激性
等が問題となっている。さらに、天然界面活性剤として大豆や卵黄由来のいわゆる一般的
なレシチン（リン脂質）が脂溶性物質の吸収性改善に使用される場合もあるが、脂溶性物
質の種類によって、その効果は不十分な場合が多く、必ずしも満足の行くものではなかっ
た。また、還元型補酵素Ｑ１０は空気中で非常に酸化されやすいという性質を有している
ことから、これら他の一般的な脂溶性物質の吸収性改善方法を単に応用するだけでは、酸
化安定性という点で不満足な結果となることも予想される。
【特許文献１】特開平１０－１０９９３３号公報
【特許文献２】ＷＯ０３／００６４０８
【特許文献３】ＷＯ０３／００６４０９
【特許文献４】ＷＯ０３／０３２９６７
【特許文献５】ＷＯ０３／０６２１８２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記に鑑み、還元型補酵素Ｑ１０を含有する組成物を、食品、栄養機能食品
、特定保健用食品、栄養補助剤、栄養剤、動物薬、飲料、飼料、ペットフード、化粧品、
医薬品、治療薬、または予防薬等として使用する際に、従来知られている組成物と比較し
て、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性を高めることのできる組成物として提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく鋭意研究した結果、いわゆる一般的なレシチン（
リン脂質）ではなく、リゾレシチンと還元型補酵素Ｑ１０とを共存させた組成物とするこ
とにより、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性が向上することを見出した。
【０００９】
　すなわち、本発明は、以下に関する。
（１）還元型補酵素Ｑ１０及びリゾレシチンを含有する組成物。
（２）組成物中の還元型補酵素Ｑ１０の含有量が、組成物の全重量に対し０．１重量％以
上である（１）記載の組成物。
（３）組成物中のリゾレシチンの含有量が、組成物の全重量に対し０．１重量％以上であ
る（１）又は（２）に記載の組成物。
（４）組成物中の還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンの重量比が１/９９～９９/１の範囲
である（１）～（３）のいずれか１項に記載の組成物。
（５）リゾレシチンが、卵黄レシチン、大豆レシチン、ホスファチジルコリン、ホスファ
チジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホスファチジルグリセロール、ホスフ
ァチジン酸、ホスファチジルイノシトールアミン及びカルジオリピンからなる群より選択
される１種以上のレシチンを由来とするものである（１）～（４）のいずれか１項に記載
の組成物。
（６）組成物中に、さらに、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、エタノール及び水からなる
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群より選択される１種以上を含有する（１）～（５）のいずれか１項に記載の組成物。
（７）油脂が、ヤシ油、パーム油、パーム核油、アマニ油、つばき油、玄米胚芽油、アボ
ガド油、菜種油、米油、落花生油、アーモンド油、コーン油、小麦胚芽油、大豆油、エゴ
マ油、綿実油、ヒマワリ油、カポック油、月見草油、シア脂、サル脂、カカオ脂、ゴマ油
、サフラワー油、オリーブ油、豚脂、乳脂、魚油、牛脂、及びこれらを加工した油脂、中
鎖脂肪酸トリグリセリド、並びに脂肪酸の部分グリセリドからなる群より選択される１種
以上の油脂である（６）記載の組成物。
（８）油脂が、サフラワー油、オリーブ油、アーモンド油、米油、菜種油及び綿実油から
なる群より選択される１種以上の油脂である（７）記載の組成物。
（９）油脂が、構成脂肪酸中の50％以上がオレイン酸である油脂である（６）記載の組成
物。
（１０）構成脂肪酸中の50％以上がオレイン酸である油脂が、高オレイン酸含有サフラワ
ー油である（９）記載の組成物。
（１１）界面活性剤が、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、有機酸モノ
グリセリド、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル
、プロピレングリコール脂肪酸エステル、縮合リシノレイン酸ポリグリセリド、サポニン
、及びリン脂質からなる群より選択される１種以上の界面活性剤である（６）記載の組成
物。
（１２）界面活性剤が、グリセリン脂肪酸エステル、有機酸モノグリセリドのいずれか1
種以上である（１１）記載の組成物。
（１３）有機酸モノグリセリドが、酢酸モノグリセリド、クエン酸モノグリセリド及び酒
石酸モノグリセリドからなる群より選択される１種以上の界面活性剤である（１１）記載
の組成物。
（１４）グリセリン脂肪酸エステルが、トリグリセリンモノステアレート、ペンタグリセ
リントリミリステート、デカグリセリンモノオレエート、デカグリセリンモノステアレー
ト、テトラグリセリンモノラウレート、ヘキサグリセリンモノオレエート、モノグリセリ
ンカプリレート、モノグリセリンリノレート、及びモノグリセリンステアレートからなる
群より選択される１種以上の界面活性剤である（１１）記載の組成物。
（１５）高級脂肪酸が、カプロン酸、カプリル酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチ
ン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、及び、ベヘン酸からなる群
より選択される1種以上である（６）記載の組成物。
（１６）高級脂肪酸がオレイン酸である（１５）記載の組成物。
（１７）組成物が、液状もしくはスラリー状である（６）～（１６）のいずれか１項に記
載の組成物。
（１８）組成物の全重量に対する、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、エタノール及び水の
合計量が、２０重量％以上である（１７）に記載の組成物。
（１９）組成物が、固形である（６）～（１６）のいずれか１項記載の組成物。
（２０）（１）～（１９）のいずれか１項記載の組成物を、加工して得られる、錠剤、散
剤、チュアブル錠、丸剤、またはカプセル剤。
（２１）カプセル剤が、ソフトカプセルである（２０）記載のカプセル剤。
（２２）食品、栄養機能食品、特定保健用食品、飲料、栄養補助剤または栄養剤である、
（１）～（１９）のいずれか１項記載の組成物、あるいは、（２０）または（２１）記載
の錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、またはカプセル剤。
（２３）動物薬、飼料またはペットフードである、（１）～（１９）のいずれか１項記載
の組成物、あるいは、（２０）または（２１）記載の錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、
またはカプセル剤。
（２４）化粧品または医薬部外品である、（１）～（１９）のいずれか１項記載の組成物
、あるいは、（２０）または（２１）記載の錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、またはカ
プセル剤。
（２５）医薬品、治療薬または予防薬である、（１）～（１９）のいずれか１項記載の組
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成物、あるいは、（２０）または（２１）記載の錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、また
はカプセル剤。
（２６）還元型補酵素Ｑ１０を、リゾレシチン共存下に摂取しうる組成物とすることを特
徴とする、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性を高める方法。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ことさらに複数の成分を添加することなく、リゾレシチンと還元型補
酵素Ｑ１０とを共存下に含有する組成物とするだけで、吸収性が高められた還元型補酵素
Ｑ１０含有組成物を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明を詳細に説明する。なお、本明細書において、単に補酵素Ｑ１０とのみ記
載した場合は、酸化型、還元型を問わず、両者が混在する場合には混合物全体を表すもの
である。
【００１２】
　本発明の組成物は、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンを含有する組成物である。還元
型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンを共存下に含有する組成物とすることで、還元型補酵素Ｑ

１０の吸収性を高めることができる。
【００１３】
　本発明において、還元型補酵素Ｑ１０は、還元型補酵素Ｑ１０単独でも良く、又、酸化
型補酵素Ｑ１０との混合物として使用しても良い。上記酸化型補酵素Ｑ１０と還元型補酵
素Ｑ１０の混合物である補酵素Ｑ１０を使用する場合、補酵素Ｑ１０の総量（すなわち、
還元型補酵素Ｑ１０及び酸化型補酵素Ｑ１０の合計量）に占める還元型補酵素Ｑ１０の割
合は、特に制限されないが、例えば２０重量％以上、普通４０重量％以上、好ましくは６
０重量％以上、より好ましくは８０重量％以上、とりわけ９０重量％以上、なかんずく９
６重量％以上である。上限は１００重量％であり、特に限定されないが、普通９９．９重
量％以下である。
【００１４】
　本発明で使用する還元型補酵素Ｑ１０は、例えば、合成、発酵、天然物からの抽出や必
要に応じて還元反応との組み合わせ等の従来公知の方法により得ることができる。好まし
くは、既存の高純度補酵素Ｑ１０など酸化型補酵素Ｑ１０、あるいは酸化型補酵素Ｑ１０

と還元型補酵素Ｑ１０の混合物を、一般的な還元剤、例えば、ハイドロサルファイトナト
リウム（次亜硫酸ナトリウム）、水素化ホウ素ナトリウム、アスコルビン酸類等を用いて
還元することにより得られたものであり、より好ましくは、既存の高純度補酵素Ｑ１０な
ど酸化型補酵素Ｑ１０、あるいは酸化型補酵素Ｑ１０と還元型補酵素Ｑ１０の混合物を、
アスコルビン酸類を用いて還元することにより得られたものである。
【００１５】
　本発明で使用するリゾレシチンは、いわゆる一般的なレシチン（リン脂質）のアシル基
の１つが加水分解されて水酸基となっていればよく、その種類は特に制限されない。また
、未分解のレシチンを含むものであってもかまわない。本発明で使用されるリゾレシチン
の由来となるレシチン（リン脂質）としては、例えば、卵黄レシチン、大豆レシチン、ホ
スファチジルコリン、ホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホスフ
ァチジルグリセロール、ホスファチジン酸、ホスファチジルイノシトールアミン、カルジ
オリピン、あるいは、これらの混合物等を挙げることができる。好ましくは、大豆レシチ
ン由来のリゾレシチン、あるいは、大豆由来のリゾレシチンと他のリゾレシチンとの混合
物である。
【００１６】
　本発明の組成物において、組成物中の還元型補酵素Ｑ１０の含有量（還元型補酵素Ｑ１

０重量／全組成物重量）は特に制限されないが、普通、約０．１重量％以上、好ましくは
約０．５重量％以上、より好ましくは約１重量％以上、特に好ましくは約２重量％以上、
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さらに好ましくは約３重量％以上、中でも約５重量％以上である。上限は特に制限されな
いが、普通約９９．９重量％以下、好ましくは約９９重量％以下、より好ましくは約９５
重量％以下、特に好ましくは約９０重量％以下、さらに好ましくは約８０重量％以下であ
る。
【００１７】
　また、本発明の組成物において、組成物中のリゾレシチンの含有量（リゾレシチン重量
／全組成物重量）は特に制限されないが、普通、約０．１重量％以上、好ましくは約０．
５重量％以上、より好ましくは約１重量％以上、特に好ましくは約２重量％以上、さらに
好ましくは約３重量％以上、中でも約５重量％以上である。上限は特に制限されないが、
普通約９９．９重量％以下、好ましくは約９９重量％以下、より好ましくは約９５重量％
以下、特に好ましくは約９０重量％以下、さらに好ましくは約８０重量％以下である。
【００１８】
　尚、本発明の組成物において、組成物中に含まれる還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチン
の重量比は特に制限されないが、通常、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンの重量比（還
元型補酵素Ｑ１０重量／リゾレシチン重量）として、その下限は、普通約１／９９以上、
好ましくは約５／９５以上、より好ましくは約１０／９０以上、さらに好ましくは約１５
／８５以上、特に好ましくは約２０／８０以上である。上限は特に制限されないが、例え
ば、約９９／１以下、好ましくは約９５／５以下、より好ましくは約９０／１０以下、さ
らに好ましくは約８０／２０以下、特に好ましくは約７０／３０以下、最も好ましくは約
６０／４０以下である。
【００１９】
　本発明の組成物に含まれる還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチン以外の物質としては、特
に制限されないが、例えば、賦形剤、崩壊剤、滑沢剤、結合剤、色素、凝集防止剤、吸収
促進剤、溶解補助剤、安定化剤、香料、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、エタノール、水
、還元型補酵素Ｑ１０以外の有効成分、酸化防止剤等を挙げることができる。また、これ
ら他の成分を含まず、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンのみを成分としても構わないが
、上記物質の中でも、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、エタノール、水のいずれか１種以
上を他の成分として含有するのが好ましく、吸収性向上の観点から、少なくとも油脂を含
有するのがより好ましい。
【００２０】
　上記、賦形剤としては、特に制限されないが、例えば、スクロース、ラクトース、グル
コース、デンプン、デキストリン、マンニトール、結晶セルロース、リン酸カルシウム、
硫酸カルシウム等を挙げることができる。
【００２１】
　上記、崩壊剤としては、特に制限されないが、例えば、デンプン、寒天、クエン酸カル
シウム、炭酸カルシウム、炭酸水素ナトリウム、デキストリン、結晶セルロース、カルボ
キシメチルセルロース、トラガント、アルギン酸等を挙げることができる。
【００２２】
　上記、滑沢剤としては、特に制限されないが、例えば、タルク、ステアリン酸マグネシ
ウム、ポリエチレングリコール、シリカ、硬化油等を挙げることができる。
【００２３】
　上記、結合剤としては、特に制限されないが、例えば、エチルセルロース、メチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、トラガ
ント、シェラック、ゼラチン、プルラン、アラビアゴム、ポリビニルピロリドン、ポリビ
ニルアルコール、ポリアクリル酸、ポリメタクリル酸、ソルビトール等を挙げることがで
きる。
【００２４】
　上記、色素としては、特に制限されないが、例えば酸化チタン、食用色素、ベンガラ色
素、ベニバナ色素、カラメル色素、クチナシ色素、タール色素、クロロフィル等の色素を
挙げることができる。
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【００２５】
　上記、凝集防止剤としては、特に制限されないが、例えば、ステアリン酸、タルク、軽
質無水ケイ酸、含水二酸化ケイ酸等を挙げることができる。
【００２６】
　上記、吸収促進剤としては、特に制限されないが、例えば、高級アルコール類等を挙げ
ることができる。
【００２７】
　上記、溶解補助剤としては、特に制限されないが、例えば、フマル酸、コハク酸、リン
ゴ酸等の有機酸等を挙げることができる。
【００２８】
　上記、安定化剤としては、特に制限されないが、例えば、安息香酸、安息香酸ナトリウ
ム、パラオキシ安息香酸エチル、ミツロウ、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、メチ
ルセルロース等を挙げることができる。この中でもヒドロキシプロピルメチルセルロース
は、吸収性向上にも寄与するため、好ましい。
【００２９】
　上記、香料としては特に制限されないが、オレンジ油、カプシカム油、からし油、ガー
リック油、キャラウェー油、クローブ油、桂皮油、ココア抽出物、コーヒー豆抽出物、ジ
ンジャー油、スペアミント油、セロリー種子油、タイム油、たまねぎ油、ナツメグ油、パ
セリ種子油、はっか油、バニラ抽出物、ファンネル油、ペニロイヤル油、ペパーミント油
、ユーカリ油、レモン油、ローズ油、ローズマリー油、アーモンド油、アジョワン油、ア
ニス油、アミリス油、アンゲリカルート油、アンブレット種子油、エストラゴン油、オリ
ガナム油、オリス根油、オリバナム油、カシア油、カスカリラ油、カナンガ油、カモミー
ル油、カラムス油、カルダモン油、キャロット種子油、キュベブ油、クミン油、グレープ
フルーツ油、桂葉油、ケード油、こしょう油、コスタス根油、コニャック油、コパイバア
油、コリアンダー油、しそ油、じゃ香、ジュニパーベリー油、スターアニス油、セイジ油
、セボリー油、ゼラニウム油、タンゼリン油、ディル油、とうか油、トルーバルサム油、
バジル油、バーチ油、パチュリ油、パルマローザ油、ピメント油、プチグレイン油、ベイ
葉油、ベルガモット油、ペルーバルサム油、ベンゾイン樹脂、ボアドローズ油、ホップ油
、ボロニアアブソリュート、マージョラン油、マンダリン油、ミルトル油、ユズ香料、ラ
イム油、ラベンジン油、ラベンダー油、ルー油、レモングラス油、レチオニン、ロベージ
油、ローレルリーフ油、ワームウッド油等を挙げることができる。
【００３０】
　上記、油脂としては、動植物からの天然油脂であってもよく、合成油脂や加工油脂であ
っても良い。より好ましくは、食用又は医薬用に許容されるものである。植物油脂として
は、例えば、ヤシ油、パーム油、パーム核油、アマニ油、つばき油、玄米胚芽油、菜種油
、米油、落花生油、アーモンド油、コーン油、小麦胚芽油、大豆油、エゴマ油、綿実油、
ヒマワリ油（ヒマワリ種子油）、カポック油、月見草油、シア脂、サル脂、カカオ脂、ゴ
マ油、サフラワー油、オリーブ油、アボカド油、けし油、ごぼう子油等を挙げることがで
き、動物油脂としては、例えば、豚脂、乳脂、魚油、牛脂等を挙げることができ、さらに
、これらを分別、水素添加、エステル交換等により加工した油脂（例えば硬化油）も挙げ
ることができる。言うまでもなく、中鎖脂肪酸トリグリセリド（ＭＣＴ）も使用しうる。
中鎖脂肪酸トリグリセリドとしては、特に制限されないが、例えば、脂肪酸の炭素数が各
々６～１２、好ましくは８～１２のトリグリセリド等を挙げることができる。また、脂肪
酸の部分トリグリセリドも使用できる。さらには、これら上記油脂の混合物を使用しても
良い。
【００３１】
　上記油脂のうち、取り扱い易さ、臭気等の面から、植物油脂、合成油脂、加工油脂、中
鎖脂肪酸トリグリセリドが好ましい。さらにこれらの中でも、油脂の価格や還元型補酵素
Ｑ１０の安定性や溶解性、吸収性に関する影響等を考慮して選定するのが好ましい。例え
ば、ヤシ油、パーム油、パーム核油、菜種油、米油、アーモンド油、大豆油、綿実油、サ
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フラワー油、オリーブ油、ヒマワリ油、ＭＣＴ等が好ましく、米油、アーモンド油、大豆
油、菜種油、サフラワー油、オリーブ油、綿実油、ＭＣＴ等がさらに好ましい。特に、吸
収性の観点から、本発明の組成物中に、油脂として、サフラワー油、オリーブ油、アーモ
ンド油、米油、菜種油、綿実油またはこれらの混合油脂を含有させるのが好ましく、サフ
ラワー油、オリーブ油、アーモンド油、米油、綿実油またはこれらの混合油脂を含有させ
るのがより好ましい。
【００３２】
　また、油脂を構成する脂肪酸残基としてオレイン酸含量が高い油脂、すなわち、構成脂
肪酸中のオレイン酸含有量が約５０％以上、好ましくは約６０％以上、より好ましくは約
７０％以上である油脂を用いた場合に、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性をより高めることの
できる傾向がある。このような油脂としては、高オレイン酸含有サフラワー油、高オレイ
ン酸含有菜種油などの高オレイン酸含有油脂を挙げることができ、このなかでも高オレイ
ン酸含有サフラワー油がより好ましく用いられる。なお構成脂肪酸中のオレイン酸含有量
が約５０％以上の油脂を高オレイン酸含有油脂という。
【００３３】
　上記、界面活性剤としては、例えば、グリセリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステ
ル、有機酸モノグリセリド、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン
脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル、縮合リシノレイン酸ポリグリセ
リド、サポニン等を挙げることができる。還元型補酵素Ｑ１０の吸収性を大きく高めるこ
とはないが、界面活性剤としてリゾレシチン以外の一般的なレシチン（リン脂質）を使用
することも可能である。
【００３４】
　グリセリン脂肪酸エステルとしては、特に制限されず、モノグリセリン脂肪酸エステル
、ポリグリセリン脂肪酸エステルのいずれも使用できる。例えば、グリセリンの重合度が
１～１２、脂肪酸残基の炭素数が各々６～２２のグリセリン脂肪酸エステル等を挙げるこ
とができる。また、グリセリン脂肪酸エステル中の脂肪酸残基は飽和、不飽和を問わず使
用することができ、特に制限されない。グリセリン脂肪酸エステルの脂肪酸残基の数は、
グリセリンの重合度等により異なるので特に制限されない。上限は、グリセリン骨格に存
在するヒドロキシル基の数（すなわちグリセリンの重合度＋２）である。グリセリン脂肪
酸エステルの脂肪酸残基としては、特に制限されないが、脂肪酸残基の炭素数が８～２２
のものが好ましく用いられ、炭素数８～１８のものが特に好ましく用いられる。このよう
な脂肪酸残基としては、例えば、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、
パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸
、ベヘン酸等を挙げることができる。尚、脂肪酸残基が２つ以上存在する場合、それぞれ
の脂肪酸残基は同一であっても良く、異なっていても良いが、入手の容易性等の観点から
は同一であるものが好ましい。
【００３５】
　上記のようなグリセリン脂肪酸エステルの具体例としては、モノグリセリンカプリレー
ト、ジグリセリンモノカプリレート、ジグリセリンジカプリレート、ジグリセリントリカ
プリレート、ジグリセリンテトラカプリレート、トリグリセリンモノカプリレート、トリ
グリセリンジカプリレート、トリグリセリントリカプリレート、トリグリセリンテトラカ
プリレート、トリグリセリントリカプリレート、トリグリセリンテトラカプリレート、ト
リグリセリンペンタカプリレート、テトラグリセリンモノカプリレート、テトラグリセリ
ンジカプリレート、テトラグリセリントリカプリレート、テトラグリセリンテトラカプリ
レート、テトラグリセリンペンタカプリレート、テトラグリセリンヘキサカプリレート、
ペンタグリセリンモノカプリレート、ペンタグリセリンジカプリレート、ペンタグリセリ
ントリカプリレート、ペンタグリセリンテトラカプリレート、ペンタグリセリンペンタカ
プリレート、ペンタグリセリンヘキサカプリレート、ペンタグリセリンヘプタカプリレー
ト、ヘキサグリセリンモノカプリレート、ヘキサグリセリンジカプリレート、ヘキサグリ
セリントリカプリレート、ヘキサグリセリンテトラカプリレート、ヘキサグリセリンペン



(10) JP 5286086 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

タカプリレート、ヘキサグリセリンヘキサカプリレート、ヘキサグリセリンヘプタカプリ
レート、ヘキサグリセリンオクタカプリレート、ヘプタグリセリンモノカプリレート、ヘ
プタグリセリンジカプリレート、ヘプタグリセリントリカプリレート、ヘプタグリセリン
テトラカプリレート、ヘプタグリセリンペンタカプリレート、ヘプタグリセリンヘキサカ
プリレート、ヘプタグリセリンへプタカプリレート、ヘプタグリセリンオクタカプリレー
ト、ヘプタグリセリンノナカプリレート、オクタグリセリンモノカプリレート、オクタグ
リセリンジカプリレート、オクタグリセリントリカプリレート、オクタグリセリンテトラ
カプリレート、オクタグリセリンペンタカプリレート、オクタグリセリンヘキサカプリレ
ート、オクタグリセリンヘプタカプリレート、オクタグリセリンオクタカプリレート、オ
クタグリセリンノナカプリレート、オクタグリセリンデカカプリレート、ノナグリセリン
モノカプリレート、ノナグリセリンジカプリレート、ノナグリセリントリカプリレート、
ノナグリセリンテトラカプリレート、ノナグリセリンペンタカプリレート、ノナグリセリ
ンヘキサカプリレート、ノナグリセリンヘプタカプリレート、ノナグリセリンオクタカプ
リレート、ノナグリセリンノナカプリレート、ノナグリセリンデカカプリレート、ノナグ
リセリンウンデカカプリレート、デカグリセリンモノカプリレート、デカグリセリンジカ
プリレート、デカグリセリントリカプリレート、デカグリセリンテトラカプリレート、デ
カグリセリンペンタカプリレート、デカグリセリンヘキサカプリレート、デカグリセリン
ヘプタカプリレート、デカグリセリンオクタカプリレート、デカグリセリンノナカプリレ
ート、デカグリセリンデカカプリレート、デカグリセリンウンデカカプリレート、デカグ
リセリンドデカカプリレート、モノグリセリンカプレート、ジグリセリンモノカプレート
、ジグリセリンジカプレート、ジグリセリントリカプレート、ジグリセリンテトラカプレ
ート、トリグリセリンモノカプレート、トリグリセリンジカプレート、トリグリセリント
リカプレート、トリグリセリンテトラカプレート、トリグリセリントリカプレート、トリ
グリセリンテトラカプレート、トリグリセリンペンタカプレート、テトラグリセリンモノ
カプレート、テトラグリセリンジカプレート、テトラグリセリントリカプレート、テトラ
グリセリンテトラカプレート、テトラグリセリンペンタカプレート、テトラグリセリンヘ
キサカプレート、ペンタグリセリンモノカプレート、ペンタグリセリンジカプレート、ペ
ンタグリセリントリカプレート、ペンタグリセリンテトラカプレート、ペンタグリセリン
ペンタカプレート、ペンタグリセリンヘキサカプレート、ペンタグリセリンヘプタカプレ
ート、ヘキサグリセリンモノカプレート、ヘキサグリセリンジカプレート、ヘキサグリセ
リントリカプレート、ヘキサグリセリンテトラカプレート、ヘキサグリセリンペンタカプ
レート、ヘキサグリセリンヘキサカプレート、ヘキサグリセリンヘプタカプレート、ヘキ
サグリセリンオクタカプレート、ヘプタグリセリンモノカプレート、ヘプタグリセリンジ
カプレート、ヘプタグリセリントリカプレート、ヘプタグリセリンテトラカプレート、ヘ
プタグリセリンペンタカプレート、ヘプタグリセリンヘキサカプレート、ヘプタグリセリ
ンへプタカプレート、ヘプタグリセリンオクタカプレート、ヘプタグリセリンノナカプレ
ート、オクタグリセリンモノカプレート、オクタグリセリンジカプレート、オクタグリセ
リントリカプレート、オクタグリセリンテトラカプレート、オクタグリセリンペンタカプ
レート、オクタグリセリンヘキサカプレート、オクタグリセリンヘプタカプレート、オク
タグリセリンオクタカプレート、オクタグリセリンノナカプレート、オクタグリセリンデ
カカプレート、ノナグリセリンモノカプレート、ノナグリセリンジカプレート、ノナグリ
セリントリカプレート、ノナグリセリンテトラカプレート、ノナグリセリンペンタカプレ
ート、ノナグリセリンヘキサカプレート、ノナグリセリンヘプタカプレート、ノナグリセ
リンオクタカプレート、ノナグリセリンノナカプレート、ノナグリセリンデカカプレート
、ノナグリセリンウンデカカプレート、デカグリセリンモノカプレート、デカグリセリン
ジカプレート、デカグリセリントリカプレート、デカグリセリンテトラカプレート、デカ
グリセリンペンタカプレート、デカグリセリンヘキサカプレート、デカグリセリンヘプタ
カプレート、デカグリセリンオクタカプレート、デカグリセリンノナカプレート、デカグ
リセリンデカカプレート、デカグリセリンウンデカカプレート、デカグリセリンドデカカ
プレート、モノグリセリンラウレート、ジグリセリンモノラウレート、ジグリセリンジラ
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ウレート、ジグリセリントリラウレート、ジグリセリンテトララウレート、トリグリセリ
ンモノラウレート、トリグリセリンジラウレート、トリグリセリントリラウレート、トリ
グリセリンテトララウレート、トリグリセリントリラウレート、トリグリセリンテトララ
ウレート、トリグリセリンペンタラウレート、テトラグリセリンモノラウレート、テトラ
グリセリンジラウレート、テトラグリセリントリラウレート、テトラグリセリンテトララ
ウレート、テトラグリセリンペンタラウレート、テトラグリセリンヘキサラウレート、ペ
ンタグリセリンモノラウレート、ペンタグリセリンジラウレート、ペンタグリセリントリ
ラウレート、ペンタグリセリンテトララウレート、ペンタグリセリンペンタラウレート、
ペンタグリセリンヘキサラウレート、ペンタグリセリンヘプタラウレート、ヘキサグリセ
リンモノラウレート、ヘキサグリセリンジラウレート、ヘキサグリセリントリラウレート
、ヘキサグリセリンテトララウレート、ヘキサグリセリンペンタラウレート、ヘキサグリ
セリンヘキサラウレート、ヘキサグリセリンヘプタラウレート、ヘキサグリセリンオクタ
ラウレート、ヘプタグリセリンモノラウレート、ヘプタグリセリンジラウレート、ヘプタ
グリセリントリラウレート、ヘプタグリセリンテトララウレート、ヘプタグリセリンペン
タラウレート、ヘプタグリセリンヘキサラウレート、ヘプタグリセリンへプタラウレート
、ヘプタグリセリンオクタラウレート、ヘプタグリセリンノナラウレート、オクタグリセ
リンモノラウレート、オクタグリセリンジラウレート、オクタグリセリントリラウレート
、オクタグリセリンテトララウレート、オクタグリセリンペンタラウレート、オクタグリ
セリンヘキサラウレート、オクタグリセリンヘプタラウレート、オクタグリセリンオクタ
ラウレート、オクタグリセリンノナラウレート、オクタグリセリンデカラウレート、ノナ
グリセリンモノラウレート、ノナグリセリンジラウレート、ノナグリセリントリラウレー
ト、ノナグリセリンテトララウレート、ノナグリセリンペンタラウレート、ノナグリセリ
ンヘキサラウレート、ノナグリセリンヘプタラウレート、ノナグリセリンオクタラウレー
ト、ノナグリセリンノナラウレート、ノナグリセリンデカラウレート、ノナグリセリンウ
ンデカラウレート、デカグリセリンモノラウレート、デカグリセリンジラウレート、デカ
グリセリントリラウレート、デカグリセリンテトララウレート、デカグリセリンペンタラ
ウレート、デカグリセリンヘキサラウレート、デカグリセリンヘプタラウレート、デカグ
リセリンオクタラウレート、デカグリセリンノナラウレート、デカグリセリンデカラウレ
ート、デカグリセリンウンデカラウレート、デカグリセリンドデカラウレート、モノグリ
セリンミリステート、ジグリセリンモノミリステート、ジグリセリンジミリステート、ジ
グリセリントリミリステート、ジグリセリンテトラミリステート、トリグリセリンモノミ
リステート、トリグリセリンジミリステート、トリグリセリントリミリステート、トリグ
リセリンテトラミリステート、トリグリセリントリミリステート、トリグリセリンテトラ
ミリステート、トリグリセリンペンタミリステート、テトラグリセリンモノミリステート
、テトラグリセリンジミリステート、テトラグリセリントリミリステート、テトラグリセ
リンテトラミリステート、テトラグリセリンペンタミリステート、テトラグリセリンヘキ
サミリステート、ペンタグリセリンモノミリステート、ペンタグリセリンジミリステート
、ペンタグリセリントリミリステート、ペンタグリセリンテトラミリステート、ペンタグ
リセリンペンタミリステート、ペンタグリセリンヘキサミリステート、ペンタグリセリン
ヘプタミリステート、ヘキサグリセリンモノミリステート、ヘキサグリセリンジミリステ
ート、ヘキサグリセリントリミリステート、ヘキサグリセリンテトラミリステート、ヘキ
サグリセリンペンタミリステート、ヘキサグリセリンヘキサミリステート、ヘキサグリセ
リンヘプタミリステート、ヘキサグリセリンオクタミリステート、ヘプタグリセリンモノ
ミリステート、ヘプタグリセリンジミリステート、ヘプタグリセリントリミリステート、
ヘプタグリセリンテトラミリステート、ヘプタグリセリンペンタミリステート、ヘプタグ
リセリンヘキサミリステート、ヘプタグリセリンへプタミリステート、ヘプタグリセリン
オクタミリステート、ヘプタグリセリンノナミリステート、オクタグリセリンモノミリス
テート、オクタグリセリンジミリステート、オクタグリセリントリミリステート、オクタ
グリセリンテトラミリステート、オクタグリセリンペンタミリステート、オクタグリセリ
ンヘキサミリステート、オクタグリセリンヘプタミリステート、オクタグリセリンオクタ
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ミリステート、オクタグリセリンノナミリステート、オクタグリセリンデカミリステート
、ノナグリセリンモノミリステート、ノナグリセリンジミリステート、ノナグリセリント
リミリステート、ノナグリセリンテトラミリステート、ノナグリセリンペンタミリステー
ト、ノナグリセリンヘキサミリステート、ノナグリセリンヘプタミリステート、
ノナグリセリンオクタミリステート、ノナグリセリンノナミリステート、ノナグリセリン
デカミリステート、ノナグリセリンウンデカミリステート、デカグリセリンモノミリステ
ート、デカグリセリンジミリステート、デカグリセリントリミリステート、デカグリセリ
ンテトラミリステート、デカグリセリンペンタミリステート、デカグリセリンヘキサミリ
ステート、デカグリセリンヘプタミリステート、デカグリセリンオクタミリステート、デ
カグリセリンノナミリステート、デカグリセリンデカミリステート、デカグリセリンウン
デカミリステート、デカグリセリンドデカミリステート、モノグリセリンパルミテート、
ジグリセリンモノパルミテート、ジグリセリンジパルミテート、ジグリセリントリパルミ
テート、ジグリセリンテトラパルミテート、トリグリセリンモノパルミテート、トリグリ
セリンジパルミテート、トリグリセリントリパルミテート、トリグリセリンテトラパルミ
テート、トリグリセリントリパルミテート、トリグリセリンテトラパルミテート、トリグ
リセリンペンタパルミテート、テトラグリセリンモノパルミテート、テトラグリセリンジ
パルミテート、テトラグリセリントリパルミテート、テトラグリセリンテトラパルミテー
ト、テトラグリセリンペンタパルミテート、テトラグリセリンヘキサパルミテート、ペン
タグリセリンモノパルミテート、ペンタグリセリンジパルミテート、ペンタグリセリント
リパルミテート、ペンタグリセリンテトラパルミテート、ペンタグリセリンペンタパルミ
テート、ペンタグリセリンヘキサパルミテート、ペンタグリセリンヘプタパルミテート、
ヘキサグリセリンモノパルミテート、ヘキサグリセリンジパルミテート、ヘキサグリセリ
ントリパルミテート、ヘキサグリセリンテトラパルミテート、ヘキサグリセリンペンタパ
ルミテート、ヘキサグリセリンヘキサパルミテート、ヘキサグリセリンヘプタパルミテー
ト、ヘキサグリセリンオクタパルミテート、ヘプタグリセリンモノパルミテート、ヘプタ
グリセリンジパルミテート、ヘプタグリセリントリパルミテート、ヘプタグリセリンテト
ラパルミテート、ヘプタグリセリンペンタパルミテート、ヘプタグリセリンヘキサパルミ
テート、ヘプタグリセリンへプタパルミテート、ヘプタグリセリンオクタパルミテート、
ヘプタグリセリンノナパルミテート、オクタグリセリンモノパルミテート、オクタグリセ
リンジパルミテート、オクタグリセリントリパルミテート、オクタグリセリンテトラパル
ミテート、オクタグリセリンペンタパルミテート、オクタグリセリンヘキサパルミテート
、オクタグリセリンヘプタパルミテート、オクタグリセリンオクタパルミテート、オクタ
グリセリンノナパルミテート、オクタグリセリンデカパルミテート、ノナグリセリンモノ
パルミテート、ノナグリセリンジパルミテート、ノナグリセリントリパルミテート、ノナ
グリセリンテトラパルミテート、ノナグリセリンペンタパルミテート、ノナグリセリンヘ
キサパルミテート、ノナグリセリンヘプタパルミテート、ノナグリセリンオクタパルミテ
ート、ノナグリセリンノナパルミテート、ノナグリセリンデカパルミテート、ノナグリセ
リンウンデカパルミテート、デカグリセリンモノパルミテート、デカグリセリンジパルミ
テート、デカグリセリントリパルミテート、デカグリセリンテトラパルミテート、デカグ
リセリンペンタパルミテート、デカグリセリンヘキサパルミテート、デカグリセリンヘプ
タパルミテート、デカグリセリンオクタパルミテート、デカグリセリンノナパルミテート
、デカグリセリンデカパルミテート、デカグリセリンウンデカパルミテート、デカグリセ
リンドデカパルミテート、モノグリセリンステアレート、ジグリセリンモノステアレート
、ジグリセリンジステアレート、ジグリセリントリステアレート、ジグリセリンテトラス
テアレート、トリグリセリンモノステアレート、トリグリセリンジステアレート、トリグ
リセリントリステアレート、トリグリセリンテトラステアレート、トリグリセリントリス
テアレート、トリグリセリンテトラステアレート、トリグリセリンペンタステアレート、
テトラグリセリンモノステアレート、テトラグリセリンジステアレート、テトラグリセリ
ントリステアレート、テトラグリセリンテトラステアレート、テトラグリセリンペンタス
テアレート、テトラグリセリンヘキサステアレート、ペンタグリセリンモノステアレート



(13) JP 5286086 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

、ペンタグリセリンジステアレート、ペンタグリセリントリステアレート、ペンタグリセ
リンテトラステアレート、ペンタグリセリンペンタステアレート、ペンタグリセリンヘキ
サステアレート、ペンタグリセリンヘプタステアレート、ヘキサグリセリンモノステアレ
ート、ヘキサグリセリンジステアレート、ヘキサグリセリントリステアレート、ヘキサグ
リセリンテトラステアレート、ヘキサグリセリンペンタステアレート、ヘキサグリセリン
ヘキサステアレート、ヘキサグリセリンヘプタステアレート、ヘキサグリセリンオクタス
テアレート、ヘプタグリセリンモノステアレート、ヘプタグリセリンジステアレート、ヘ
プタグリセリントリステアレート、ヘプタグリセリンテトラステアレート、ヘプタグリセ
リンペンタステアレート、ヘプタグリセリンヘキサステアレート、ヘプタグリセリンへプ
タステアレート、ヘプタグリセリンオクタステアレート、ヘプタグリセリンノナステアレ
ート、オクタグリセリンモノステアレート、オクタグリセリンジステアレート、オクタグ
リセリントリステアレート、オクタグリセリンテトラステアレート、オクタグリセリンペ
ンタステアレート、オクタグリセリンヘキサステアレート、オクタグリセリンヘプタステ
アレート、オクタグリセリンオクタステアレート、オクタグリセリンノナステアレート、
オクタグリセリンデカステアレート、ノナグリセリンモノステアレート、ノナグリセリン
ジステアレート、ノナグリセリントリステアレート、ノナグリセリンテトラステアレート
、ノナグリセリンペンタステアレート、ノナグリセリンヘキサステアレート、ノナグリセ
リンヘプタステアレート、ノナグリセリンオクタステアレート、ノナグリセリンノナステ
アレート、ノナグリセリンデカステアレート、ノナグリセリンウンデカステアレート、デ
カグリセリンモノステアレート、デカグリセリンジステアレート、デカグリセリントリス
テアレート、デカグリセリンテトラステアレート、デカグリセリンペンタステアレート、
デカグリセリンヘキサステアレート、デカグリセリンヘプタステアレート、デカグリセリ
ンオクタステアレート、デカグリセリンノナステアレート、デカグリセリンデカステアレ
ート、デカグリセリンウンデカステアレート、デカグリセリンドデカステアレート、モノ
グリセリンオレエート、ジグリセリンモノオレエート、ジグリセリンジオレエート、ジグ
リセリントリオレエート、ジグリセリンテトラオレエート、トリグリセリンモノオレエー
ト、トリグリセリンジオレエート、トリグリセリントリオレエート、トリグリセリンテト
ラオレエート、トリグリセリントリオレエート、トリグリセリンテトラオレエート、トリ
グリセリンペンタオレエート、テトラグリセリンモノオレエート、テトラグリセリンジオ
レエート、テトラグリセリントリオレエート、テトラグリセリンテトラオレエート、テト
ラグリセリンペンタオレエート、テトラグリセリンヘキサオレエート、ペンタグリセリン
モノオレエート、ペンタグリセリンジオレエート、ペンタグリセリントリオレエート、ペ
ンタグリセリンテトラオレエート、ペンタグリセリンペンタオレエート、ペンタグリセリ
ンヘキサオレエート、ペンタグリセリンヘプタオレエート、ヘキサグリセリンモノオレエ
ート、ヘキサグリセリンジオレエート、ヘキサグリセリントリオレエート、ヘキサグリセ
リンテトラオレエート、ヘキサグリセリンペンタオレエート、ヘキサグリセリンヘキサオ
レエート、ヘキサグリセリンヘプタオレエート、ヘキサグリセリンオクタオレエート、ヘ
プタグリセリンモノオレエート、ヘプタグリセリンジオレエート、ヘプタグリセリントリ
オレエート、ヘプタグリセリンテトラオレエート、ヘプタグリセリンペンタオレエート、
ヘプタグリセリンヘキサオレエート、ヘプタグリセリンへプタオレエート、ヘプタグリセ
リンオクタオレエート、ヘプタグリセリンノナオレエート、オクタグリセリンモノオレエ
ート、オクタグリセリンジオレエート、オクタグリセリントリオレエート、オクタグリセ
リンテトラオレエート、オクタグリセリンペンタオレエート、オクタグリセリンヘキサオ
レエート、オクタグリセリンヘプタオレエート、オクタグリセリンオクタオレエート、オ
クタグリセリンノナオレエート、オクタグリセリンデカオレエート、ノナグリセリンモノ
オレエート、ノナグリセリンジオレエート、ノナグリセリントリオレエート、ノナグリセ
リンテトラオレエート、ノナグリセリンペンタオレエート、ノナグリセリンヘキサオレエ
ート、ノナグリセリンヘプタオレエート、ノナグリセリンオクタオレエート、ノナグリセ
リンノナオレエート、ノナグリセリンデカオレエート、ノナグリセリンウンデカオレエー
ト、デカグリセリンモノオレエート、デカグリセリンジオレエート、デカグリセリントリ
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オレエート、デカグリセリンテトラオレエート、デカグリセリンペンタオレエート、デカ
グリセリンヘキサオレエート、デカグリセリンヘプタオレエート、デカグリセリンオクタ
オレエート、デカグリセリンノナオレエート、デカグリセリンデカオレエート、デカグリ
セリンウンデカオレエート、デカグリセリンドデカオレエート、モノグリセリンリノレー
ト、ジグリセリンモノリノレート、ジグリセリンジリノレート、ジグリセリントリリノレ
ート、ジグリセリンテトラリノレート、トリグリセリンモノリノレート、トリグリセリン
ジリノレート、トリグリセリントリリノレート、トリグリセリンテトラリノレート、トリ
グリセリントリリノレート、トリグリセリンテトラリノレート、トリグリセリンペンタリ
ノレート、テトラグリセリンモノリノレート、テトラグリセリンジリノレート、テトラグ
リセリントリリノレート、テトラグリセリンテトラリノレート、テトラグリセリンペンタ
リノレート、テトラグリセリンヘキサリノレート、ペンタグリセリンモノリノレート、ペ
ンタグリセリンジリノレート、ペンタグリセリントリリノレート、ペンタグリセリンテト
ラリノレート、ペンタグリセリンペンタリノレート、ペンタグリセリンヘキサリノレート
、ペンタグリセリンヘプタリノレート、ヘキサグリセリンモノリノレート、ヘキサグリセ
リンジリノレート、ヘキサグリセリントリリノレート、ヘキサグリセリンテトラリノレー
ト、ヘキサグリセリンペンタリノレート、ヘキサグリセリンヘキサリノレート、ヘキサグ
リセリンヘプタリノレート、ヘキサグリセリンオクタリノレート、ヘプタグリセリンモノ
リノレート、ヘプタグリセリンジリノレート、ヘプタグリセリントリリノレート、ヘプタ
グリセリンテトラリノレート、ヘプタグリセリンペンタリノレート、ヘプタグリセリンヘ
キサリノレート、ヘプタグリセリンへプタリノレート、ヘプタグリセリンオクタリノレー
ト、ヘプタグリセリンノナリノレート、オクタグリセリンモノリノレート、オクタグリセ
リンジリノレート、オクタグリセリントリリノレート、オクタグリセリンテトラリノレー
ト、オクタグリセリンペンタリノレート、オクタグリセリンヘキサリノレート、オクタグ
リセリンヘプタリノレート、オクタグリセリンオクタリノレート、オクタグリセリンノナ
リノレート、オクタグリセリンデカリノレート、ノナグリセリンモノリノレート、ノナグ
リセリンジリノレート、ノナグリセリントリリノレート、ノナグリセリンテトラリノレー
ト、ノナグリセリンペンタリノレート、ノナグリセリンヘキサリノレート、ノナグリセリ
ンヘプタリノレート、
ノナグリセリンオクタリノレート、ノナグリセリンノナリノレート、ノナグリセリンデカ
リノレート、ノナグリセリンウンデカリノレート、デカグリセリンモノリノレート、デカ
グリセリンジリノレート、デカグリセリントリリノレート、デカグリセリンテトラリノレ
ート、デカグリセリンペンタリノレート、デカグリセリンヘキサリノレート、デカグリセ
リンヘプタリノレート、デカグリセリンオクタリノレート、デカグリセリンノナリノレー
ト、デカグリセリンデカリノレート、デカグリセリンウンデカリノレート、デカグリセリ
ンドデカリノレート、モノグリセリンリノレネート、ジグリセリンモノリノレネート、ジ
グリセリンジリノレネート、ジグリセリントリリノレネート、ジグリセリンテトラリノレ
ネート、トリグリセリンモノリノレネート、トリグリセリンジリノレネート、トリグリセ
リントリリノレネート、トリグリセリンテトラリノレネート、トリグリセリントリリノレ
ネート、トリグリセリンテトラリノレネート、トリグリセリンペンタリノレネート、テト
ラグリセリンモノリノレネート、テトラグリセリンジリノレネート、テトラグリセリント
リリノレネート、テトラグリセリンテトラリノレネート、テトラグリセリンペンタリノレ
ネート、テトラグリセリンヘキサリノレネート、ペンタグリセリンモノリノレネート、ペ
ンタグリセリンジリノレネート、ペンタグリセリントリリノレネート、ペンタグリセリン
テトラリノレネート、ペンタグリセリンペンタリノレネート、ペンタグリセリンヘキサリ
ノレネート、ペンタグリセリンヘプタリノレネート、ヘキサグリセリンモノリノレネート
、ヘキサグリセリンジリノレネート、ヘキサグリセリントリリノレネート、ヘキサグリセ
リンテトラリノレネート、ヘキサグリセリンペンタリノレネート、ヘキサグリセリンヘキ
サリノレネート、ヘキサグリセリンヘプタリノレネート、ヘキサグリセリンオクタリノレ
ネート、ヘプタグリセリンモノリノレネート、ヘプタグリセリンジリノレネート、ヘプタ
グリセリントリリノレネート、ヘプタグリセリンテトラリノレネート、ヘプタグリセリン



(15) JP 5286086 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

ペンタリノレネート、ヘプタグリセリンヘキサリノレネート、ヘプタグリセリンへプタリ
ノレネート、ヘプタグリセリンオクタリノレネート、ヘプタグリセリンノナリノレネート
、オクタグリセリンモノリノレネート、オクタグリセリンジリノレネート、オクタグリセ
リントリリノレネート、オクタグリセリンテトラリノレネート、オクタグリセリンペンタ
リノレネート、オクタグリセリンヘキサリノレネート、オクタグリセリンヘプタリノレネ
ート、オクタグリセリンオクタリノレネート、オクタグリセリンノナリノレネート、オク
タグリセリンデカリノレネート、ノナグリセリンモノリノレネート、ノナグリセリンジリ
ノレネート、ノナグリセリントリリノレネート、ノナグリセリンテトラリノレネート、ノ
ナグリセリンペンタリノレネート、ノナグリセリンヘキサリノレネート、ノナグリセリン
ヘプタリノレネート、ノナグリセリンオクタリノレネート、ノナグリセリンノナリノレネ
ート、ノナグリセリンデカリノレネート、ノナグリセリンウンデカリノレネート、デカグ
リセリンモノリノレネート、デカグリセリンジリノレネート、デカグリセリントリリノレ
ネート、デカグリセリンテトラリノレネート、デカグリセリンペンタリノレネート、デカ
グリセリンヘキサリノレネート、デカグリセリンヘプタリノレネート、デカグリセリンオ
クタリノレネート、デカグリセリンノナリノレネート、デカグリセリンデカリノレネート
、デカグリセリンウンデカリノレネート、デカグリセリンドデカリノレネート等を挙げる
ことができる。
【００３６】
　ショ糖脂肪酸エステルとしては特に制限されず、ショ糖脂肪酸エステルの脂肪酸残基と
しては、飽和、不飽和を問わず使用できるが、脂肪酸残基の炭素数が８～２２のものが好
ましく用いられ、炭素数が８～１８のものが特に好ましく用いられる。このような脂肪酸
残基としては、例えば、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチ
ン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、ベヘン
酸等を挙げることができる。尚、脂肪酸残基が２つ以上存在する場合、それぞれの脂肪酸
残基は同一であっても良く、異なっていても良いが、入手の容易性等の観点からは同一で
あるものが好ましい。
【００３７】
　有機酸モノグリセリドとしては、特に制限されないが、例えば、酢酸モノグリセリド（
酢酸モノグリセライド）、クエン酸モノグリセリド（クエン酸モノグリセリン）、乳酸モ
ノグリセリド、コハク酸モノグリセリド、ジアセチル酒石酸モノグリセリド等の酒石酸モ
ノグリセリド等を挙げる事ができる。ここで、有機酸モノグリセリドを構成する、脂肪酸
残基は特に制限されないが、例えば、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン
酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、ベヘン酸等を
挙げることができる。そのなかでも好ましくは、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリ
ン酸、オレイン酸等である。
【００３８】
　ソルビタン脂肪酸エステルとしては特に制限されず、ソルビタン脂肪酸エステルの脂肪
酸残基としては、飽和、不飽和を問わず使用できるが、脂肪酸残基の炭素数が８～２２の
ものが好ましく用いられ、炭素数が８～１８のものが特に好ましく用いられる。このよう
な脂肪酸残基としては、例えば、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、
パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸
、ベヘン酸等を挙げることができる。特に好ましくは、オレイン酸である。尚、脂肪酸残
基が２つ以上存在する場合、それぞれの脂肪酸残基は同一であっても良く、異なっていて
も良いが、入手の容易性等の観点からは同一であるものが好ましい。
【００３９】
　ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルとしては特に制限されず、ポリオキシエ
チレンソルビタン脂肪酸エステルの脂肪酸残基としては、飽和、不飽和を問わず使用でき
るが、脂肪酸残基の炭素数が８～２２のものが好ましく用いられ、炭素数が８～１８のも
のが特に好ましく用いられる。このような脂肪酸残基としては、例えば、カプリル酸、カ
プリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸
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、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、ベヘン酸等を挙げることができる。特に好まし
くはオレイン酸である。尚、脂肪酸残基が２つ以上存在する場合、それぞれの脂肪酸残基
は同一であっても良く、異なっていても良いが、入手の容易性等の観点からは同一である
ものが好ましい。
【００４０】
　プロピレングリコール脂肪酸エステルとしては、特に制限されず、プロピレングリコー
ルモノ脂肪酸エステル、プロピレングリコールジ脂肪酸エステルのいずれも好適に使用で
きる。プロピレングリコール脂肪酸エステルの脂肪酸残基は飽和、不飽和を問わず使用で
きるが、例えば、脂肪酸残基の炭素数が各々６～２２、好ましくは８～１８、より好まし
くは８～１２のものが用いられる。このようなプロピレングリコール脂肪酸エステルとし
ては、例えば、プロピレングリコールモノカプリル酸エステル、プロピレングリコールジ
カプリル酸エステル、プロピレングリコールモノカプリン酸エステル、プロピレングリコ
ールジカプリン酸エステル、プロピレングリコールモノラウリン酸エステル、プロピレン
グリコールジラウリン酸エステル、プロピレングリコールモノミリスチン酸エステル、プ
ロピレングリコールジミリスチン酸エステル、プロピレングリコールモノパルミチン酸エ
ステル、プロピレングリコールジパルミチン酸エステル、プロピレングリコールモノステ
アリン酸エステル、プロピレングリコールジステアリン酸エステル、プロピレングリコー
ルモノイソステアリン酸エステル、プロピレングリコールジイソステアリン酸エステル、
プロピレングリコールモノオレイン酸エステル、プロピレングリコールジオレイン酸エス
テル、プロピレングリコールモノリノール酸エステル、プロピレングリコールジリノール
酸エステル、プロピレングリコールモノリノレン酸エステル、プロピレングリコールジリ
ノレン酸エステル等を挙げることができる。
【００４１】
　縮合リシノレイン酸ポリグリセリドとしては、グリセリンの重合度等にかかわらず使用
でき、特に制限されないが、例えば、重合度２～１０のものを挙げることができる。好ま
しくは、グリセリンの重合度が２以上、より好ましくは３以上である。グリセリンの重合
度の上限は特に制限されないが、普通１０以下、好ましくは８以下、より好ましくは６以
下である。このような縮合リシノレイン酸ポリグリセリドとしては、例えば、縮合リシノ
レイン酸ジグリセリド、縮合リシノレイン酸トリグリセリド、縮合リシノレイン酸テトラ
グリセリド、縮合リシノレイン酸ペンタグリセリド、縮合リシノレイン酸ヘキサグリセリ
ド、縮合リシノレイン酸オクタグリセリド等を挙げることができる。好ましくは、縮合リ
シノレイン酸テトラグリセリド、縮合リシノレイン酸ヘキサグリセリド等である。
【００４２】
　サポニンとしては、特に制限されないが、エンジュサポニン、キラヤサポニン、精製大
豆サポニン、ユッカサポニン等を挙げることができる。
【００４３】
　リゾレシチン以外の一般的なレシチン（リン脂質）としては、特に制限されないが、例
えば、卵黄レシチン、精製大豆レシチン、ホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノ
ールアミン、ホスファチジルセリン、スフィンゴミエリン、ジセチルリン酸、ステアリル
アミン、ホスファチジルグリセロール、ホスファチジン酸、ホスファチジルイノシトール
アミン、カルジオリピン、セラミドホスホリルエタノールアミン、セラミドホスホリルグ
リセロール、及び、これらの混合物等を挙げることができる。
【００４４】
　吸収性の観点から、上記界面活性剤のうち、グリセリン脂肪酸エステルまたは有機酸モ
ノグリセリドが好ましい。また、グリセリン脂肪酸エステルとしては、モノグリセリン脂
肪酸エステルかグリセリンの重合度が３以上のポリグリセリン脂肪酸エステルが好ましい
。ポリグリセリン脂肪酸エステルの場合、グリセリンの重合度は４以上であるのがより好
ましく、５以上であるのがさらに好ましく、６以上であるのが特に好ましい。またグリセ
リンの重合度は１０以下であるのが好ましい。さらに、ポリグリセリン脂肪酸エステルと
しては、ポリグリセリンモノ脂肪酸エステル、ポリグリセリンジ脂肪酸エステル、ポリグ
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リセリントリ脂肪酸エステルが好ましく、ポリグリセリンモノ脂肪酸エステルがより好ま
しい。
【００４５】
　具体的には、有機酸モノグリセリドとしては、酢酸モノグリセリド、クエン酸モノグリ
セリド、酒石酸モノグリセリド等を挙げる事ができる。
【００４６】
　モノグリセリン脂肪酸エステルとしては、モノグリセリンカプリレート、モノグリセリ
ンステアレート、モノグリセリンオレエート、モノグリセリンリノレート等を挙げる事が
できる。ポリグリセリン脂肪酸エステルとしては、トリグリセリンモノステアレート（モ
ノステアリン酸トリグリセリン）、ペンタグリセリントリミリステート（トリミリスチン
酸ペンタグリセリン）、デカグリセリンモノオレエート（デカグリセリンモノオレイン酸
エステル）、デカグリセリンモノステアレート（モノステアリン酸デカグリセリン）、テ
トラグリセリンモノラウレート、ヘキサグリセリンモノオレエート等を挙げることができ
る。
【００４７】
　これらの中でも、酢酸モノグリセリド、クエン酸モノグリセリド、酒石酸モノグリセリ
ド、トリグリセリンモノステアレート、テトラグリセリンモノラウレート、ペンタグリセ
リントリミリステート、デカグリセリンモノオレエート、デカグリセリンモノステアレー
ト、モノグリセリンカプリレート、モノグリセリンリノレート、モノグリセリンステアレ
ート等が特に好ましい。
【００４８】
　高級脂肪酸としては、特に制限されないが、例えば、カプロン酸、カプリル酸、ラウリ
ン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン
酸、ベヘン酸等を挙げる事ができる。還元型補酵素Ｑ１０の吸収性向上の観点からは、そ
のなかでもオレイン酸が好ましい。
【００４９】
　水としては、特に制限されないが、水道水、蒸留水、イオン交換水等を挙げることがで
きる。
【００５０】
　エタノールとしては特に制限されないが、化学合成により得られるエタノールや糖の発
酵により得られるエタノール等を挙げることができる。このなかでも、糖の発酵により得
られるエタノールが好ましい。
【００５１】
　還元型補酵素Ｑ１０以外の有効成分としては、例えば、アミノ酸、ビタミン、ミネラル
、ポリフェノール、有機酸、糖類、ペプチド、タンパク質、カロチノイド等を挙げること
ができる。
【００５２】
　酸化防止剤としては、例えば、アスコルビン酸類、トコフェロール類、ビタミンＡ、β
－カロチン、亜硫酸水素ナトリウム、チオ硫酸ナトリウム、ピロ亜硫酸ナトリウム、クエ
ン酸類等を挙げることができる。これらの中でも、アスコルビン酸類、クエン酸類は還元
型補酵素Ｑ１０の酸化を好適に抑制するため、特に好ましい。尚、アスコルビン酸類やク
エン酸類は、アスコルビン酸類やクエン酸類を含有したレモンやオレンジ、グレープフル
ーツ等の果汁濃縮物（エキス、パウダー等）をその代わりに使用しても良い。
【００５３】
　上記した物質は、複数の役割を担わせても良い。例えば、でんぷんに賦形剤と崩壊剤の
役割を担わせても良いし、クエン酸に溶解補助剤、還元型補酵素Ｑ１０以外の有効成分、
酸化防止剤の３つの役割を担わせても良い。
【００５４】
　本発明の組成物は、固形であってもよく、溶液状態であっても良い。ここで、溶液状態
とは還元型補酵素Ｑ１０の融液であっても良いし、他の液状成分が存在し、還元型補酵素
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Ｑ１０及び／又はリゾレシチンが液状成分に溶解している状態であっても良い。言うまで
もなく、還元型補酵素Ｑ１０及び／又はリゾレシチンの一部が析出しているスラリーであ
っても良い。
【００５５】
　本発明の組成物が溶液状態、もしくは、還元型補酵素Ｑ１０及び／又はリゾレシチンの
一部が析出しているスラリー状態にて存在する場合、望ましい物性（流動性、粘性等）を
得るために、上記他の成分として、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、水及びエタノールか
らなる群より選ばれる少なくとも１種以上を含むのが好ましい。
【００５６】
　本発明の組成物が溶液状態である場合、組成物中の、油脂、エタノール、水、高級脂肪
酸、及び、界面活性剤の含有量は特に制限されないが、組成物の全重量に対し、これらの
合計重量として、通常約２０重量％以上、好ましくは約３０重量％以上、より好ましくは
約４０重量％以上である。上限は特に制限されないが、普通約９９．５重量％以下、好ま
しくは約９９重量％以下、より好ましくは約９５重量％以下、特に好ましくは約９０重量
％以下である。
【００５７】
　また、その場合の組成物中の油脂の含有量としては、液性状等により異なり、特に制限
されないが、通常約９９重量％以下、好ましくは約９５重量％以下、より好ましくは約９
０重量％以下である。下限は、言うまでもなく０重量％であるが、通常約１重量％以上、
好ましくは約５重量％以上、より好ましくは約１０重量％以上である。
【００５８】
　さらに、組成物中の界面活性剤の含有量としては、特に制限されないが、通常約９０重
量％以下、好ましくは約８０重量％以下、より好ましくは約７０重量％以下、特に好まし
くは約６０重量％以下である。下限は、言うまでもなく０重量％であるが、通常約１重量
％以上、好ましくは約３重量％以上、より好ましくは約５重量％以上である。
【００５９】
　本発明の組成物が固形である場合、望ましい物性（流動性、溶解性等）を得るために、
上記他の成分として、油脂、界面活性剤、高級脂肪酸、エタノール、水の他に、賦形剤、
崩壊剤、滑沢剤、結合剤、凝集防止剤、吸収促進剤、溶解補助剤及び安定化剤からなる群
より選ばれる少なくとも１種以上を含むのが好ましい。
【００６０】
　本発明の組成物が固形である場合、組成物中の賦形剤、崩壊剤、滑沢剤、結合剤、凝集
防止剤、吸収促進剤、溶解補助剤、安定化剤、油脂、界面活性剤、エタノール及び水の含
有量は特に制限されないが、組成物の全重量に対し、これらの合計重量として、通常、約
１重量％以上、好ましくは約３重量％以上、より好ましくは約５重量％以上、特に好まし
くは約１０重量％以上である。上限は特に制限されないが、普通約９９重量％以下、好ま
しくは約９５重量％以下、より好ましくは約９０重量％以下、特に好ましくは約８０重量
％以下である。
【００６１】
　また、その場合の組成物中の油脂の含有量としては、特に制限されないが、通常約５０
重量％以下、好ましくは約４０重量％以下、より好ましくは約３０重量％以下である。下
限は、言うまでもなく０重量％であるが、通常約１重量％以上、好ましくは約２重量％以
上、より好ましくは約３重量％以上である。
【００６２】
　さらに、組成物中の界面活性剤の含有量としては、特に制限されないが、通常約５０重
量％以下、好ましくは約４０重量％以下、より好ましくは約３０重量％以下である。下限
は、言うまでもなく０重量％であるが、通常約１重量％以上、好ましくは約２重量％以上
、より好ましくは約３重量％以上である。
【００６３】
　本発明の組成物はそのままあるいは加工して、食品、栄養機能食品、特定保健用食品、
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栄養補助剤、栄養剤、飲料、動物薬、飼料、化粧品、医薬部外品、医薬品、治療薬または
予防薬等に使用できる。本発明の組成物の加工形態としては、カプセル剤（マイクロカプ
セル、ハードカプセル、ソフトカプセル）、錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤、シロップ
、飲料等の経口投与形態や、クリーム、坐薬、練り歯磨き等の形態に更に加工しても使用
しうる。好ましい加工形態は、カプセル剤、錠剤、散剤、チュアブル錠、丸剤であり、特
に好ましくは、カプセル剤であり、とりわけ、ソフトカプセルである。
【００６４】
　カプセル剤とする場合、カプセル基材としては特に制限されず、牛骨、牛皮、豚皮、魚
皮等を由来とするゼラチンをはじめとして、他の基材（例えば、食品添加物として使用し
うるカラギーナン、アルギン酸等の海藻由来品、ローカストビーンガムやグアーガム等の
植物種子由来品、アラビアガム等の植物分泌液由来品等の増粘安定剤やセルロース類を含
む製造用剤）も使用しうる。
【００６５】
　尚、本発明の組成物を、上記形態、特にソフトカプセル剤に加工する場合、常温或いは
それ以上の温度で液状（溶液のみならず、懸濁状或いはスラリーの形態も含む）であるの
がより好ましい。
【００６６】
　また、本発明の組成物や上記カプセル剤は、一般のいわゆる食品に添加して使用しても
良い。上記食品としては、例えば、牛乳、乳飲料、チーズ、調製粉乳、アイスクリーム、
ヨーグルト等の乳製品、ジュース、乳酸飲料、茶、コーヒー等の飲料、チョコレート、ク
ッキー、ビスケット、キャンディー、和菓子、米菓、ケーキ、パイ、プリン等の菓子類、
パン、麺類等の小麦粉製品、雑炊、米飯等の米製品、しょうゆ、味噌、マヨネーズ、ドレ
ッシング等の調味料等を挙げることができる。言うまでもなく、水産加工品、農産加工品
、畜産加工品であっても良いし、他の食品形態として利用することも妨げない。
【００６７】
　尚、還元型補酵素Ｑ１０は空気中で容易に酸化される。このような酸化を抑制するため
に、本発明の組成物は、例えば、窒素雰囲気下等の不活性ガス雰囲気下等の脱酸素雰囲気
下において調製及び／又は保存するのが好ましい。上記の加工や加工後の保存も上記の不
活性ガス雰囲気下等の脱酸素雰囲気下に行うのが好ましい。
【００６８】
　本発明における還元型補酵素Ｑ１０の成人１日あたりの摂取（投与）量は、年齢、体重
、一般的健康状態、性別、食事、摂取（投与）時間などに依存して変化し得るが、必要量
を摂取するという観点から、還元型補酵素Ｑ１０の1日あたりの摂取（投与）量は、好ま
しくは３０ｍｇ以上、より好ましくは５０ｍｇ以上、特に好ましくは１００ｍｇ以上であ
る。また、上限も特に制限されないが、価格等も考慮して、好ましくは１２００ｍｇ以下
、より好ましくは８００ｍｇ以下、特に好ましくは３００ｍｇ以下の摂取（投与）量であ
る。通常、還元型補酵素Ｑ１０の量として、３０～１２００ｍｇの範囲が好ましく、５０
～８００ｍｇの範囲がより好ましく、１００～３００ｍｇの範囲が特に好ましい。上記１
日あたりの量を一度にもしくは数回に分けて摂取（投与）することができる。また摂取（
投与）期間は特に限定されない。
【００６９】
　本発明によれば、ことさらに複数の成分を添加することなく、リゾレシチンと還元型補
酵素Ｑ１０とを共存させた組成物とするだけで、吸収性を高めた還元型補酵素Ｑ１０を含
有する組成物を提供することができる。尚、本発明の組成物は、空腹時（絶食時）、食後
（飽食時）問わず、いずれの場合に摂取（投与）しても還元型補酵素Ｑ１０の吸収性に優
れている。通常、脂溶性物質は、空腹時（絶食時）に摂取（投与）した場合、吸収性の低
いことが知られているが、本発明の組成物においては、空腹時（絶食時）においても吸収
性に優れていることから、摂取（投与）時期を問わないという点で、特に有効である。
【００７０】
　また、リゾレシチンは、従来還元型補酵素Ｑ１０を含有する組成物に使用されてきたポ
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リオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル（例えばＴｗｅｅｎ８０）やソルビタン脂肪
酸エステル（Ｓｐａｎ８０）等の界面活性剤と異なり、還元型補酵素Ｑ１０の酸化安定性
を損なわないことも判明した。したがって、本発明の還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチン
を含有する組成物においては、還元型補酵素Ｑ１０の酸化安定性を損なうことなく、還元
型補酵素Ｑ１０の吸収性を高めることができる。すなわち還元型補酵素Ｑ１０を、リゾレ
シチン共存下に摂取しうる組成物とすることを特徴とする、還元型補酵素Ｑ１０の酸化安
定性を高める方法を提供する。
【００７１】
　本発明の組成物は、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとを組み合わせてなるものであ
り、投与時（摂取時）に還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとを組み合わすことができる
ものであればよい。従って、本発明の組成物は、投与時に還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシ
チンとを組み合わすことができるものであれば、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとを
同時に製剤化して得られる単一の製剤であっても、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンと
を別々に製剤化して得られる２種の製剤を組み合わせたものであってもよい。投与形態は
、特に限定されず、例えば、（１）還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとを含有する組成
物、即ち、単一の製剤としての投与、（２）還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとを別々
に製剤化して得られる２種の製剤の同時投与、（３）還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチン
とを別々に製剤化して得られる２種の製剤の時間差をおいての投与（例えばリゾレシチン
、還元型補酵素Ｑ１０の順序での投与、あるいは逆の順序での投与）等が挙げられる。
【００７２】
　また、本発明によれば、還元型補酵素Ｑ１０を、リゾレシチン共存下に摂取（投与）す
ることによる、還元型補酵素Ｑ１０の吸収性を高める方法を提供することができる。共存
下に摂取（投与）するとは、上記（１）～（３）などが挙げられる。尚、本発明の吸収性
を高める方法においては、空腹時（絶食時）、食後（飽食時）問わず、摂取（投与）する
ことができる。すなわち本発明の還元型補酵素Ｑ１０の吸収性を高める方法は、その摂取
（投与）時期を問わず好ましく実施できる。
【実施例】
【００７３】
　以下に製造例、実施例を挙げて本発明をさらに詳しく説明するが、本発明はこれらに限
定されるものではない。尚、補酵素Ｑ１０の純度、還元型補酵素Ｑ１０／酸化型補酵素Ｑ

１０の比率（重量比）、還元型補酵素Ｑ１０及び酸化型補酵素Ｑ１０濃度は下記ＨＰＬＣ
分析により求めた。
【００７４】
　（ＨＰＬＣ分析条件）
カラム；ＳＹＭＭＥＴＲＹ　Ｃ１８（Ｗａｔｅｒｓ製）２５０ｍｍ（長さ）４．６ｍｍ（
内径）、移動相；Ｃ２Ｈ５ＯＨ：ＣＨ３ＯＨ＝４：３（ｖ：ｖ）、検出波長；２１０ｎｍ
、流速；１ｍｌ／ｍｉｎ、還元型補酵素Ｑ１０の保持時間；９．１ｍｉｎ、酸化型補酵素
Ｑ１０の保持時間；１３．３ｍｉｎ。
【００７５】
　（製造例１）
　１０００ｇのエタノールに、１００ｇの酸化型補酵素Ｑ１０と、６０ｇのアスコルビン
酸を加え、７８℃にて撹拌し、還元反応を行った。３０時間後、５０℃まで冷却し、同温
を保持しながらエタノール３３０ｇと水７０ｇを添加した。このエタノール溶液を撹拌し
ながら、１０℃／時間の冷却速度で２℃まで冷却し、白色のスラリーを得た。得られたス
ラリーを減圧濾過し、湿結晶を冷エタノール、冷水、冷エタノールで順に洗浄（洗浄に用
いた冷溶媒の温度は２℃）して、さらに、湿結晶を減圧乾燥（２０～４０℃、１～３０ｍ
ｍＨｇ）することにより、白色の乾燥結晶９７ｇを得た（有姿収率９７モル％）。なお、
以上すべての操作は窒素雰囲気下で実施した。得られた結晶の還元型補酵素Ｑ１０／酸化
型補酵素Ｑ１０の重量比は９９．５／０．５であった。
【００７６】
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　（実施例１）
　＜被験物質投与液の調製＞
　ナタネ油、及び、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴＯＰ　Ｉ
Ｐ）を約５０℃の加温下にて重量比９：１となるように混合した。混合したナタネ油／リ
ゾレシチン（重量比９／１）に、製造例１にて取得した還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約
６０℃の加温下にて溶解させ、還元型補酵素Ｑ１０濃度が３重量％となる投与液（還元型
補酵素Ｑ１０／リゾレシチン重量比は１／３．３）を調製した。また比較のため、リゾレ
シチンの代わりに、大豆レシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＴＯＰＣＩＴＩＮ－ＵＢ）を使
用し、あとは同じ条件と方法で同様に投与液を調製した。
【００７７】
　＜実験系＞　８週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエ
ルシー株式会社）に、上記の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として９０
ｍｇ／ｋｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、８及び２４時間後に各ラッ
トより血液を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元
型補酵素Ｑ１０の酸化処理、及び酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用い
て血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。
【００７８】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した後の血漿中補酵素Ｑ１０濃度の経時変化を表１に示
す。また、被験物質投与１時間目から８時間後、および１時間目から２４時間後までの血
漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表２、表３に示す。
【００７９】
　本発明のリゾレシチンと還元型補酵素Ｑ１０を含有する組成物の経口投与後の血漿中補
酵素Ｑ１０濃度変化を、リゾレシチンの代わりに一般的なレシチンを含む組成物の場合と
比較すると、リゾレシチンを含む組成物の方が高い血漿中濃度を示し、また、ＡＵＣも高
いことが示された。すなわち、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンを含む本発明の組成物
は、従来の組成物に比べて経口吸収性に優れた組成物であることが明らかとなった。
【００８０】

【表１】

【００８１】
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【表２】

【００８２】
【表３】

【００８３】
　（実施例２）
　＜被験物質投与液の調製＞　ＭＣＴ（中鎖脂肪酸トリグリセリド）と、大豆由来のリゾ
レシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ）を約５０℃の加温下にて重量比８
：２となるように混合した。混合後、ＭＣＴ／リゾレシチン（重量比８／２）に製造例１
記載の還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃の加温下にて溶解させ、還元型補酵素Ｑ１

０が３重量％となるよう投与液（還元型補酵素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／６．
５）を調製した（サンプル２－１）。別途、ＭＣＴ（中鎖脂肪酸トリグリセリド）、ヘキ
サグリセリンモノオレエート（阪本薬品工業株式会社製　ＳＹ－グリスター　ＭＯ－５Ｓ
）と、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ）を約５０℃
の加温下にて重量比８：１：１となるように混合した。混合後、ＭＣＴ／ヘキサグリセリ
ンモノオレエート／リゾレシチン（重量比８／１／１）に製造例１記載の還元型補酵素Ｑ

１０を添加し、約６０℃の加温下にて溶解させ、還元型補酵素Ｑ１０が３重量％となるよ
う投与液（還元型補酵素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／３．３）を調製した（サン
プル２－２）。比較のため、リゾレシチンの代わりに、大豆レシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社
製　ＥＭＵＬＰＵＲ　ＩＰ）を使用し、あとはサンプル２－２と同じ条件と方法で、同様
に投与液を調製した（サンプル２－３）。
【００８４】
　＜実験系＞
　８週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシー株式会
社）に上記の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として９０ｍｇ／ｋｇの用
量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、８及び２４時間後に各ラットより血液を採
取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補酵素Ｑ１０

の酸化処理、及び酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて血漿中の補酵
素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。
【００８５】
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　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した後の血漿中補酵素Ｑ１０濃度の経時変化を表４に示
す。また、被験物質投与１時間目から８時間後、および１時間目から２４時間後までの血
漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表５および表６に示す。
【００８６】
　本発明のリゾレシチンと還元型補酵素Ｑ１０を含有する組成物の経口投与後の血漿中補
酵素Ｑ１０濃度変化を、同じ界面活性剤を併用した場合、リゾレシチンの代わりに一般的
なレシチンを含む組成物の場合と比較すると、リゾレシチンを含有する本発明の組成物の
方が高い血漿中濃度を示し、また、ＡＵＣも高いことが示された。すなわち、還元型補酵
素Ｑ１０とリゾレシチンを含む本発明の組成物は経口吸収性に優れた組成物であることが
明らかとなった。また、リゾレシチンと界面活性剤の併用有無を比較した場合（サンプル
２－１と２－２）、界面活性剤を併用することでより経口吸収性が高められることも分か
った。
【００８７】

【表４】

【００８８】

【表５】

【００８９】
【表６】
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【００９０】
　（実施例３）
　＜被験物質投与液の調製＞
　ＭＣＴ、及び、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ
）を約５０℃の加温下にて重量比８：２となるように混合した。混合したＭＣＴ／リゾレ
シチン（重量比８／２）に製造例１にて取得した還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃
の加温下にて溶解させ、還元型補酵素Ｑ１０濃度が３重量％となる投与液（還元型補酵素
Ｑ１０／リゾレシチン重量比は１／３．３）を調製した。また比較のため、リゾレシチン
の代わりに、デカグリセリンモノオレエート（阪本薬品工業株式会社製　ＳＹグリスター
　ＭＯ－７Ｓ）を使用し、あとは同じ条件と方法で同様に投与液を調製した。
【００９１】
＜実験系＞　６～８週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エス
エルシー株式会社）に、上記の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として９
０ｍｇ／ｋｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４時間後に各ラットより血液
を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補酵素Ｑ

１０の酸化処理、及び酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて血漿中の
補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。
【００９２】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した後の最高血漿中補酵素Ｑ１０濃度（Ｃｍａｘ）及び
そのときの時間（Ｔｍａｘ）を表７に示す。
　本発明のリゾレシチンと還元型補酵素Ｑ１０を含有する組成物の経口投与後の血漿中補
酵素Ｑ１０濃度変化から、デカグリセリンモノオレエートのような一般的な合成界面活性
剤を含む組成物の場合と比較すると、リゾレシチンを含む組成物の方が高い最高血漿中補
酵素Ｑ１０濃度を示すことが示された。すなわち、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンを
含む本発明の組成物は、従来の組成物に比べて経口吸収性に優れた組成物であることが明
らかとなった。
【００９３】

【表７】

【００９４】
　（実施例４）
　＜被験物質投与液の調製＞
　サフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油、構成脂肪酸中オレイン酸含量７７％）
、テトラグリセリンモノラウレート（阪本薬品工業株式会社製　ＳＹ－グリスター　ＭＬ
－３１０）と、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ）
を約５０℃の加温下にて重量比７：１：１となるように混合した。混合後、サフラワー油
／テトラグリセリンモノラウレート／リゾレシチン（重量比７／１／１）に製造例１記載



(25) JP 5286086 B2 2013.9.11

10

20

30

40

の還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃の加温下にて溶解させ、還元型補酵素Ｑ１０が
２重量％となるような投与液（還元型補酵素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／５．５
）を調製した。比較のため、リゾレシチンの代わりに、大豆レシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社
製　ＥＭＵＬＰＵＲ　ＩＰ）を使用し、あとは同じ条件と方法で同様に投与液を調製した
。また同様に、オレイン酸、テトラグリセリンモノラウレートと、大豆由来のリゾレシチ
ン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ）を約５０℃の加温下にて重量比７：１
：１となるように混合し、それに製造例１記載の還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃
の加温下にて溶解させ、還元型補酵素Ｑ１０が２重量％となるような投与液（還元型補酵
素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／５．５）も調製した。
【００９５】
　＜実験系＞
　８週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシー株式会
社）に上記に記載の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として３０ｍｇ／ｋ
ｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、８及び２４時間後に各ラットより血
液を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補酵素
Ｑ１０の酸化処理、及び酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて血漿中
の補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。
【００９６】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した場合の、１時間目から８時間後、および１時間目か
ら２４時間後までの血漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表８および
表９に示す。
【００９７】
　本発明のリゾレシチンと還元型補酵素Ｑ１０を含有する組成物の経口投与後の血漿中補
酵素Ｑ１０濃度変化を、同じ油脂を使用した場合に、リゾレシチンの代わりに一般的なレ
シチンを含む組成物の場合と比較すると、リゾレシチンを含有する組成物の方が高いＡＵ
Ｃを示した。すなわち、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンを含む本発明の組成物は経口
吸収性に優れた組成物であることが明らかとなった。また油脂の代わりに高級脂肪酸であ
るオレイン酸を使用しても、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンを含む本発明の組成物は
経口吸収性に優れた組成物であることが明らかとなった。
【００９８】
【表８】

【００９９】
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【０１００】
（実施例５）
　＜被験物質投与液の調製＞
　サフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油、構成脂肪酸中オレイン酸含量７７％）
、表１０記載の各種界面活性剤（グリセリン脂肪酸エステルまたは有機酸モノグリセリド
）と、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ）を約５０
℃の加温下にて重量比７：１：１となるようにそれぞれ混合した。混合後、サフラワー油
／界面活性剤／リゾレシチン（重量比７／１／１）に還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６
０℃の加温下にて溶解させ、製造例１記載の還元型補酵素Ｑ１０が２重量％となるような
投与液（還元型補酵素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／５．５）をそれぞれ調製した
。
【０１０１】
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【表１０】

【０１０２】
　＜実験系＞
　１０週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシー株式
会社）に上記に記載の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として３０ｍｇ／
ｋｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、８および２４時間後に各ラットよ
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り血液を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補
酵素Ｑ１０の酸化処理、および酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて
血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。
【０１０３】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した場合の、１時間から２４時間後までの血漿中補酵素
Ｑ１０濃度変化と血漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表１１に示す
。
【０１０４】
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【表１１】

【０１０５】
　上記結果より、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとサフラワー油（高オレイン酸含有
サフラワー油）と各種界面活性剤としてグリセリン脂肪酸エステルまたは有機酸モノグリ
セリドとを含有する組成物の場合、酢酸モノグリセリド、クエン酸モノグリセリド等の有
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機酸モノグリセリドや、グリセリン脂肪酸エステルとして、トリグリセリンモノステアレ
ート、ペンタグリセリントリミリステート、デカグリセリンモノオレエート、デカグリセ
リンモノステアレート、テトラグリセリンモノラウレートを使用した場合に、特に経口吸
収性に優れることが明らかとなった。
【０１０６】
（実施例６）
　＜被験物質投与液の調製＞
　表１２に示す各種油脂と、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴ
ＯＰ　ＩＰ）を約５０℃の加温下にて重量比８：１となるようにそれぞれ混合した。混合
後、各種油脂／リゾレシチン（重量比８／１）に還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃
の加温下にて溶解させ、還元型補酵素Ｑ１０が２重量％となるような投与液（還元型補酵
素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／５．５）をそれぞれ調製した。
【０１０７】
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【表１２】

【０１０８】
　＜実験系＞
　１１週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシー株式
会社）に上記に記載の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として３０ｍｇ／
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ｋｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、８および２４時間後に各ラットよ
り血液を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補
酵素Ｑ１０の酸化処理、および酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて
血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。なお、投与前の血漿中
の補酵素Ｑ１０濃度を０μｇ／ｍｌとしてデータ処理した。
【０１０９】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した場合の、０時間から２４時間後までの血漿中補酵素
Ｑ１０濃度変化と、血漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表１３に示
す。
【０１１０】
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【表１３】

【０１１１】
　上記結果より、本発明の、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとを含有する組成物にお
いて、油脂として、サフラワー油、高オレイン酸含有サフラワー油、オリーブ油、アーモ
ンド油、米油、または綿実油を使用した場合に、特に経口吸収性に優れること、また同じ
サフラワー油でも構成脂肪酸中のオレイン酸含量の高い油脂との組み合わせがより経口吸
収性に優れることが明らかとなった。
【０１１２】
（実施例７）　
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　＜被験物質投与液の調製＞
　サフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油、構成脂肪酸中オレイン酸含量７７％）
、表１４記載の各種ポリグリセリン脂肪酸エステルと、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇ
ｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ）を約５０℃の加温下にて重量比７：１：１となる
ようにそれぞれ混合した。混合後、サフラワー油／ポリグリセリン脂肪酸エステル／リゾ
レシチン（重量比７／１／１）に還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃の加温下にて溶
解させ、製造例１記載の還元型補酵素Ｑ１０が２重量％となるような投与液（還元型補酵
素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／５．５）をそれぞれ調製した。
【０１１３】
【表１４】

【０１１４】
　＜実験系＞
　９週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシー株式会
社）に上記に記載の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として３０ｍｇ／ｋ
ｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、８および２４時間後に各ラットより
血液を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補酵
素Ｑ１０の酸化処理、および酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて血
漿中の補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。
【０１１５】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した場合の、１時間から２４時間後までの血漿中補酵素
Ｑ１０濃度変化と血漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表１５に示す
。
【０１１６】
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【表１５】

【０１１７】
　上記結果より、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンとサフラワー油（高オレイン酸含有
サフラワー油）とポリグリセリン脂肪酸エステルとを含有する組成物の場合、ポリグリセ
リン脂肪酸エステルとして、グリセリンの重合度が高いポリグリセリン脂肪酸エステルを
使用した場合に、より高い最高血漿中補酵素Ｑ１０濃度を示す傾向が見られた。
【０１１８】
（実施例８）
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　＜被験物質投与液の調製＞
　サフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油、構成脂肪酸中オレイン酸含量７７％）
、表１６記載の各種界面活性剤と、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭ
ＵＬＴＯＰ　ＩＰ、または、辻製油社製　ＳＬＰ－ホワイトリゾ）を約５０℃の加温下に
て重量比７：１：１となるようにそれぞれ混合した。混合後、サフラワー油／界面活性剤
／リゾレシチン（重量比７／１／１）に還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃の加温下
にて溶解させ、製造例１記載の還元型補酵素Ｑ１０が２重量％となるような投与液（還元
型補酵素Ｑ１０／リゾレシチンの重量比は１／５．５）をそれぞれ調製した。
【０１１９】
【表１６】

【０１２０】
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　＜実験系＞
　１１週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシー株式
会社）に上記に記載の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として３０ｍｇ／
ｋｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、８および２４時間後に各ラットよ
り血液を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補
酵素Ｑ１０の酸化処理、および酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて
血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。なお、投与前の血漿中
の補酵素Ｑ１０濃度を０μｇ／ｍｌとしてデータ処理した。
【０１２１】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した場合の、０時間から２４時間後までの血漿中補酵素
Ｑ１０濃度変化と血漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表１７に示す
。
【０１２２】
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【表１７】

 
【０１２３】
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（実施例９）
　＜被験物質投与液の調製＞
　サフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油、構成脂肪酸中オレイン酸含量７７％）
と大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬＴＯＰ　ＩＰ）を約５０℃の
加温下にて表１８記載の重量比となるようにそれぞれ混合した。混合後、サフラワー油／
リゾレシチンに還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃の加温下にて溶解させ、製造例１
記載の還元型補酵素Ｑ１０が１０重量％となるような投与液をそれぞれ調製し、それをゼ
ラチンカプセルに還元型補酵素Ｑ１０として１０ｍｇ／ｋｇの用量となるように封入した
。また比較対象としてリゾレシチンを使用せず、油脂成分としてＭＣＴに、還元型補酵素
Ｑ１０を添加し、同様に、加温溶解させ還元型補酵素Ｑ１０が１０重量％となるような投
与液をそれぞれ調製し、それをゼラチンカプセルに封入したものも作成した。
【０１２４】
＜実験系＞
　１３週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシー株式
会社）に上記に記載の被験物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として１０ｍｇ／
ｋｇの用量で経口投与した。被験物質投与１、２、４、６、８、１０および２４時間後に
各ラットより血液を採取した。採取した血液を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中
の還元型補酵素Ｑ１０の酸化処理、および酸化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬ
Ｃを用いて血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を酸化型補酵素Ｑ１０として測定した。なお、投与
前の血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を０μｇ／ｍｌとしてデータ処理した。
【０１２５】
＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した場合の、０時間から２４時間後までの血漿中補酵素
Ｑ１０濃度変化と血漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表１８に示す
。
【０１２６】
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【表１８】

【０１２７】
　上記結果より、還元型補酵素Ｑ１０に対してリゾレシチンを０．５～１．５重量倍含有
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する本発明の組成物は、リゾレシチンを使用しない場合に比較して、カプセル投与におい
ても特に最高血漿中補酵素Ｑ１０濃度の点で経口吸収性に優れることが確認された。また
リゾレシチンとサフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油）の混合比が１／８の場合
、すなわち組成物中のリゾレシチンと還元型補酵素Ｑ１０の重量比が１／１のものが特に
経口吸収性に優れる傾向が見られた。
【０１２８】
（実施例１０）
　＜被験物質投与液の調製＞
　サフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油、構成脂肪酸中オレイン酸含量７７％）
、表１９記載の各種界面活性剤と、大豆由来のリゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭ
ＵＬＴＯＰ　ＩＰ）を約５０℃の加温下にて表１９記載の混合比でそれぞれ混合したもの
に還元型補酵素Ｑ１０を添加し、約６０℃の加温下にて溶解させ、製造例１記載の還元型
補酵素Ｑ１０が２重量％となるような投与液（還元型補酵素Ｑ１０／リゾレシチンの重量
比は１／５．５）をそれぞれ調製した。また比較対象として、リゾレシチンを使用せず、
サフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油、構成脂肪酸中オレイン酸含量７７％）の
みに還元型補酵素Ｑ１０を同じく２重量％となるよう溶解したもの、および、リゾレシチ
ンを使用せず、界面活性剤としてテトラグリセリンモノラウレート（阪本薬品工業（株）
製、ＳＹグリスター　ＭＬ－３１０）のみを使用したものも調製した。
【０１２９】
　＜実験系＞
　１２～１６週齢の雄性Ｓｐｒａｇｕｅ－Ｄａｗｌｅｙラット（入手元：日本エスエルシ
ー株式会社）を試験前日の夕方より絶食させ、絶食状態にあるラットに上記に記載の被験
物質投与液を、それぞれ還元型補酵素Ｑ１０として３０ｍｇ／ｋｇの用量で経口投与した
。被験物質投与１、２、４および８時間後に各ラットより血液を採取した。採取した血液
を遠心分離し、血漿を得た。その後、血漿中の還元型補酵素Ｑ１０の酸化処理、および酸
化型補酵素Ｑ１０の抽出処理を行い、ＨＰＬＣを用いて血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を酸化
型補酵素Ｑ１０として測定した。なお、投与前の血漿中の補酵素Ｑ１０濃度を０μｇ／ｍ
ｌとしてデータ処理した。
【０１３０】
　＜結果＞
　上記被験物質投与液を経口投与した場合の、０時間から８時間後までの血漿中補酵素Ｑ

１０濃度変化と血漿中補酵素Ｑ１０濃度－時間曲線下面積（ＡＵＣ）値を表１９に示す。
【０１３１】
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【表１９】

【０１３２】
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　通常、補酵素Ｑ１０のような脂溶性物質は、食事と一緒に摂取することでより吸収され
、一方空腹時には吸収されにくいという性質を有しているが、上記結果より、還元型補酵
素Ｑ１０とリゾレシチンとサフラワー油（高オレイン酸含有サフラワー油）を含有する本
発明の組成物は、絶食状態すなわち空腹時のラットにおいても優れた吸収性を示すこと、
さらには界面活性剤を併用した場合に、より経口吸収性に優れる傾向が見られた。
【０１３３】
（実施例１１）
　製造例１で得られた１ｇの還元型補酵素Ｑ１０を中鎖脂肪酸トリグリセリド（ＭＣＴ）
と表２０に記載の界面活性剤の混合物（ＭＣＴと界面活性剤の重量比は８／１）９ｇに加
え、４０℃、空気中にて保存した。また、比較のため、１ｇの還元型補酵素Ｑ１０をＭＣ
Ｔ９ｇに加えた組成物についても同様に保存した。７日経過後の還元型補酵素Ｑ１０／酸
化型補酵素Ｑ１０の重量比を表２０に示す。
【０１３４】
【表２０】

【０１３５】
　従来、還元型補酵素Ｑ１０は、使用する界面活性剤の種類によっては酸化安定性が低下
することが知られていたが、上記結果より、還元型補酵素Ｑ１０とリゾレシチンを含む本
発明の組成物においては、還元型補酵素Ｑ１０の酸化安定性は損なわれないことがわかっ
た。
【０１３６】
　（製剤例１：ソフトカプセル）
　中鎖脂肪酸トリグリセリド（ＭＣＴ）、リゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭＵＬ
ＴＯＰ　ＩＰ）及びミツロウからなる混合物に、製造例１で得られた結晶（還元型補酵素
Ｑ１０）を４０℃にて添加した。得られた混合物は、定法により、下記成分よりなるゼラ
チンのソフトカプセル製剤とした。
 
　還元型補酵素Ｑ１０　　　　　　　　　　　１０重量部
　リゾレシチン　　　　　　　　　　　　　　　１０重量部
　ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
　中鎖脂肪酸トリグリセリド　　　　　　　７５重量部
【０１３７】
　（製剤例２：ハードカプセル）
　製造例１にて得られた還元型補酵素Ｑ１０、リゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭ
ＵＬＴＯＰ　ＩＰ）、結晶セルロース（アビセル）、コーンスターチ及び乳糖を混合した
後、更にステアリン酸マグネシウムを混合し、混合末とした。得られた混合末は、定法に
より、ハードカプセルに封入し、下記成分よりなるハードカプセル製剤とした。
 
　還元型補酵素Ｑ１０　　　　　　　　　　  １５重量部
　リゾレシチン　　　　　　　　　　　　　　　１０重量部
　結晶セルロース(アビセル)　　　　　　２５重量部
　コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　１０重量部
　乳糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３９重量部　
　ステアリン酸マグネシウム　　　　　　　１重量部
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【０１３８】
　（製剤例３：錠剤）
　製造例１にて得られた還元型補酵素Ｑ１０、リゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭ
ＵＬＴＯＰ　ＩＰ）、結晶セルロース（アビセル）、コーンスターチ及び乳糖を混合した
後、更にステアリン酸マグネシウムを混合し、混合末とした。得られた混合末は、定法に
より、下記成分よりなる錠剤とした。
 
　還元型補酵素Ｑ１０　　　　　　　　　　　１５重量部
　リゾレシチン　　　　　　　　　　　　　　　１５重量部
　結晶セルロース(アビセル)　　　　　　２０重量部
　コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　１５重量部
　乳糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４重量部　
　ステアリン酸マグネシウム　　　　　　　１重量部
【０１３９】
　（製剤例４：チュアブル錠）
　製造例１にて得られた還元型補酵素Ｑ１０、リゾレシチン（Ｄｅｇｕｓｓａ社製　ＥＭ
ＵＬＴＯＰ　ＩＰ）、結晶セルロース、コーンスターチ、乳糖を混合した後、更にステア
リン酸マグネシウムを混合し、混合末とした。得られた混合末は、定法により、下記成分
よりなる錠剤とした。
 
　還元型補酵素Ｑ１０　　　　　　　　　　　１５重量部
　リゾレシチン　　　　　　　　　　　　　　　５重量部
　結晶セルロース(アビセル)　　　　　　１０重量部
　コーンスターチ　　　　　　　　　　　　　５重量部
　乳糖　　　　　　　　　　　　　　　　　　６４重量部　
　ステアリン酸マグネシウム　　　　　　　１重量部
【０１４０】
　以上、本発明の具体的な態様のいくつかを詳細に説明したが、当業者であれば示された
特定の態様には、本発明の教示と利点から実質的に逸脱しない範囲で様々な修正と変更を
なすことは可能である。従って、そのような修正および変更も、すべて後記の請求の範囲
で請求される本発明の精神と範囲内に含まれるものである。
【０１４１】
　本出願は日本で出願された特願２００６－２４３６２２、米国仮出願６０/８４５２５
５および同６０/８８２４６６を基礎としており、その内容は本明細書に全て包含される
ものである。
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